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目的・ねらい
本システムの直接的目的は、事業計画立案作業の効率化と計画内容の精度向上を図ることで、それにより事業計画の確実な遂行をねらうものである。
＜効果＞
・事業計画立案作業の省力化
・事業計画立案作業の早期化（現行の３か月を半分にする）。
・事業計画ＤＢの構築を図り、業務管理システムなど他システム連動可能とする。
・事業計画情報をタイムリに検索可能とし、計画データの有効活用を促進する。
基本アウトプット(名称)
事業計画立案方針
各部年度計画目標
前年実績対比表
計画立案指標値
販売計画案
得意先損益試算表
生産計画案
など
(内容／利用目的)
詳細はアウトプット説明書参照
〃
〃
〃
〃
〃
〃

機能とその特徴
１．事業計画立案方針の設定
・本社企画から各事業部門への事業計画ガイドラインを提示する。
２．次年度事業計画試算
・トップダウンの計画設定により、事業部門の前年度実績をもとに次年度計画を試算する。
３．各部門年度計画立案
・各事業部門の計画値積み上げ処理には前年度実績値をもとに修正係数をインプットして、各事業部事業計画が作成する方式とする。
４．各部門計画案の評価
５．年度計画案の調整
６．事業計画の承認
基本インプット(名称)
計画目標指標値
販売計画立案指標値
生産
〃
資金
〃
全社事業計画指標値
全社事業計画
各部実績データ
(内容／入手方法)
詳細はインプット説明書参照
〃
〃
〃
〃
〃
〃


基本ファイル(名称)
事業計画データベース
全社事業計画
部門計画ファイル
販売計画
生産計画
資金計画
年度計画目標

(内容)
以下のファイルを持つ。
詳細はファイル説明書参照
〃
〃
〃
〃
〃


その他
・長期目標システム案である、コンピュータと各マネジャのマン・マシン会話型計画立案システムの基礎となるＤＢを構築する。
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